
別紙様式第１－10号

Ⅰ　地区の成果目標 （単位：経営体、％）

Ⅱ　経営体の成果目標

Ⅲ　達成状況に関する事業実施主体の所見(評価)

Ⅳ　人・農地プランの作成状況

　（１）作成した日　平成　　年　　月　　日

　（２）今後の見通し（未作成の場合）

　計画4年度目において、成果目標2項目のうち「農産物の高付加価値化」については目標を達成したが、「経営面積の拡大」が未達成となった。
　「経営面積の拡大」が未達成となった原因としては、見込んでいたよりも農地の出し手が現れず、利用権設定による面積の拡大に至らなかったこと及
び、受託面積も見込みほど増加しなかったためであると考えられる。
　農地開発による経営面積の拡大も検討できるが、昨今の地域の農業情勢から現実路線とは言えないため、今後将来的に、高齢化に伴う離農等により
川北地区の担い手の減少に伴い農地集積が加速化することが想定され、当該経営体は地区の中心的な担い手として積極的に作業を受託すると同時
に、農業委員会等の関係機関と情報共有を密に行う他、近隣町村の作業委託需要も増加しているため、町村の枠に捕われず作業受託を推進すること
で、目標達成に向けて経営面積を拡大していくよう指導することとする。
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